
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 理科 かけはし② 名前

植物の気体の出入り ステップ2 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「植物の気体の出入り」

1 見かけの量と、こきゅうの量 基本

ある植物の葉に、いろいろな強さの光を当て、1時間に出入りする二酸化炭素の量をはかりました。き

ゅうしゅうした量は数だけ、出した量は数の前に「－」をつけて表します。こきゅうの量は、光の強さによ

らず一定とします。(数は、この問題のための実験の結果です。)

光の強さ(klx) 0 1 2 3 4 5

二酸化炭素の出入り(mg/時) －6 0 6 12 12 12

(1) 光合成で二酸化炭素を12mg使い、こきゅうで8mg出す葉は、見かけの上では、二酸化炭素

を 12 − 8 ＝  mg取りこみます。(見かけの量 ＝ 光合成の量 − こきゅうの量)

(2) 光が0klxのとき、光合成は行われず、二酸化炭素が 6mg 出ています。これがこきゅうの量

で、1時間に  mgです。

(3) 1klxのとき、出入りは 0 です。光合成で使う量と、こきゅうで出す量が等しく、どちらも 

mgです。この光の強さ  klx を光ほしょう点といいます。

2 本当の光合成の量 標準

表の数は見かけの量です。光合成で使う本当の量は、本当の量 ＝ 見かけの量 ＋ こきゅうの量 で求

めます。

(4) 2klxのとき、本当の光合成の量は 6 ＋ 6 ＝  mgです。

(5) 3klxのとき、本当の光合成の量は 12 ＋ 6 ＝  mgです。

(6) 3klx以上では、見かけの量が12mgのままふえません。この光の強さ  klx を光ほう和

点といいます。5klxのときの本当の光合成の量は  mgです。
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